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1.  

平成 29、30 （2017、2018 ）に 学 （ 「 」とする）に 「学習

指導要領 語  英語 」（ , 2017; 2018） た その の学習指導要

領 、「 識・ 能」と「 考力・ 力・ 力 」 に関係 、4 能

た言語 を する授業 ら ている そ て、その 授業を

て「学 に向か 力 」 成 る と 要 ると ている 本 、

その 理 を た学習指導要領の 、 和 33 （1958 ）から て

た「学習指導要領 語 」の の の 意 を つかを考察 、2020 か

ら 行 てい に英語教 対 す 課題を論考する  
 
2. 学 4  

に、 7 に た て た学習指導要領の「 と」「話す

と」「 と」「 と」とい 「4 能」に関する を考察する の学習指導

要領（ , 2017; 2018）の 4 能に関する の を理 するた に、 、そ

の学習指導要領の 4 能に関する を 観する  
学習指導要領 語 の と て、 和 33 （1958 ）から の度に

4 能を に 、そ の 能の 成を て た に、「コミュニケーション」

とい 言 て使 た平成 に 「い かの に る と い に」（

, 1989ab）と 4 能をバランス 成する と 明 的に た そ て、その

の 「コミュニケーション能力を 的に 成する」（ , 1998）、「4 つの領

の言語 を 的、 的に関 て」（ , 1999）、「 能の 的 指導を

て、 らの 能を 的に 用 るコミュニケーション能力を 成する」（

, 2008; 2009）、とい に「 的」「 的」「 的」とい 言 キーワードと

て使 た か 、 と て ら たそ らのキーワード 的 と て

を に、学習指導要領 「 的 指 」を た と 一度 か た 「4
能」 「 」 「 能」 とに言語 の 「4 能の 的 成

を る言語 」とい た けら た と か た の につい

て、平成 （1989 ）に教 調査 を ていた和 （2009） 、平成 21 の学習

指導要領（ , 2009）について の 意 を ている  
 

とい い理 を 力に すの 、コミュニケーション英語
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の言語 「4 能」 た る る 、その

に てい いの か つ 、 4 つの領 の言語 を 的に関

けつつ 的に指導する と 、学習指導要領にその 的方法を るの

、英語教 の 意 に ら ているの る 化するか いか

英語教 、英語教 の い  
（和 , 2009: 5） 

 
か 、学習指導要領（ , 2017; 2018） 「4 能の 」を 化するた の

方 に いかた 、小学 から 学 の 語 の

の に た  
 

語に るコミュニケーションにおける 方・考 方を か 、 語に る

と、 と、話す と、 との言語 らを けた 的 言

語 を て、情報 考 を的 に理 た に た た

するコミュニケーションを る ・能力を のとお 成する とを 指す  
（ , 2017a: 67; 2017b: 10; 2018: 12） 

 
の に 、学習指導要領（ , 2008; 2009） に と て「 能を 的

に 用 るコミュニケーション能力を 成する」と たのと 、その を

指すに 、 成す ・能力 る と ら ている 的に 「 成す

・能力の つの 」を 、 の 説明する  
 

 
1: 文 , 2017 2018  

 
1 、 （2017・2018） 小学 から 学 「 教 」を て「 成

す ・能力の つの 」と て た理 る 語 における「 識・ 能」
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と 「 語の 語 、 、 法、言語の 」とい た「言語 識」の理 と

の「4 能」を指す そ て、4 能 た言語 を行 の指 と て、「

識・ 能」と「 考力・ 力・ 力 」の関係を の に る 要 る、と

ている  
 

生 の学 の を て、 識・ 能 、 のコミュニケーションにお

いて 用 、 考・ ・ する とを す とを て 、学習

の理 る 、「 識 能」と「 考力・ 力・ 力 」の ・能

力 に関係 い ら 成 る と 要 る  
（ , 2018: 7） 

 
そ 「 識・ 能」と「 考力・ 力・ 力 」 に関係 い ら 4

能を けた言語 るた に、学習指導要領（ , 2017; 2018） 、「

考力・ 力・ 力 （2）情報を 理 ら考 を 成 、英語 た 、

た する とに関する 」とい を「 」 て けた その「 考力・

力・ 力 」とい に 、 、 学 の学習指導要領（ , 2018）
、 の 3 指導 と て た  

 
ア 日 的 話題 会的 話題について、英語を いた て、情報 考

の 要 要 、 、話 の意 を的 に た 、

の考 を と た する と  
イ 日 的 話題 会的 話題について、英語を いた て ら た情 
報 考 を 用 ら、話 た いた て情報 の考 を

に する と  
 日 的 話題 会的 話題について、 る を 理 、英語 話 た

いた て、要 意 を明 に ら、情報 の考 を

と  
（ , 2018: 40-41） 

 
の に 4 能を ける観 から言語 説明 た と 、 語 の学習

指導要領の の ての と る の と 、そ の 60 、「4
能の 」とい 言 にスロー ン的に使 て た とを ると、 の学習

指導要領 の と て る と る の「 考力・ 力・ 力 」

とい 、英語教 4 能を けた言語 をイメージする に つ

か 、その 言語 を行 に、「 識・ 能」と「 考力・ 力・ 力 」

「 いに の に関 を つか」について、学習指導要領（ , 2017; 2018） 理

論的に 的に説明を てい い 英語教 、 の関 を理 、「 識・ 能」と

「 考力・ 力・ 力 」を の に 的に関 けて授業を イン るか、
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そ の教 的 方法を ていか て ら い  
そ 、水野（2020） 、「 識・ 能」と「 考力・ 力・ 力 」の関 を

考察するに た 、応用言語学 の H. G. Widdowson 「Capacity」（Widdowson, 1983; 
1984）、 た 「Capability」（Widdowson, 1990; 2003; 2008; 2012; 2015; 2019）とい

言 意 する「 的 力」とい を に て、 に関係 英語

教 を するた の理論的 組みを た そ て、英語使用 的 の

「 的に する言語 識」を 用 、 「 能力（推 、調 ・ 、 、

、 題 ）」を 使 意 を ら「 ィスコース（一 を た意 的

つ を つ と の る言語 ）」を生成するプロ ス的 「 的 力」 、

能 ての根 に 、その 「 的 力」 「 能を 的に 用 る

コミュニケーション能力を 成する」とい と の「コミュニケーション能力」 に

たる とを指 た そ て、その 「 的 力」を かに と 、学習指

導要領（ , 2017; 2018） る「 成す つの ・能力」 「 的・対

話的 い学 」を かに とに る とを、Widdowson の「Capacity
（Capability）論」を 「Capacity 」と て 化 説明 た  
水野（2020）における「 的 力」とい を に た「 識・ 能」と「

考力・ 力・ 力 」の関係 に関する論考を 、本 、 の関係を

する を る「 識（語 と 法）」に対する学習指導要領（ , 2017; 2018）の

考 方 、 と変 ら 、「 考力・ 力・ 力 」を い言語能力観に

ている とを、 言語学の「使用 （usage-based model）」と Widdowson の

「Capacity（Capability）論」の観 から 的に 題 する  
 
3. 学 語 語  

3.1. 語  

使用 （usage-based model）の生みの る 言語学 の Langacker 、

言語を  “In CL (Cognitive Linguistics), a language is described as ‘a structured 
inventory of conventional linguistic units’ ”（Langacker, 1999: 98）と する

い 「 習的 言語 （conventional linguistic units）」と 、 る ・

使 と 会的に 習化 た言語 （言い ） る 、“There’s 
something I forgot to tell you.” 「言い ていた す」とい と と

の 習的 言語 と て ら る 習的 の使用 、 話（utterances）の「

習度」を 意 を す する た、「 と と の意 の （ ）」と て情

報 理 るた 、 習的 言語 の使用 「 」 言語使用を 、「 との

と 」を 的に 行 とを 能にする の 習的 言語 の 能

と使用、習 について 、その 方 る 、 1 言語習 、 2 言語習 、応

用言語学の 野 から て た（Ellis, Romer, O'Donnell & Schleppegrell, 
2016） そ て、Langacker と ての 習的 言語 に 、そ らを

的 言語 識と て「 」する との 要 を の に る  
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I can personally attest that, by thoroughly learning all the rules and vocabulary 
found in traditional textbooks and taught in traditional language classes, one does 
not come even close to being fluent in a language. To achieve fluency, one has to 
learn in addition a vast store of fixed expressions and normal ways of phrasing 
things in particular circumstances, out of all the ways the “rules” in principle 
permit. Only by controlling this immense inventory of conventional expressions 
and conventional modes of expression is it possible for speakers to put together a 
continuous flow of complex expressions in real time. … I have often said ― and I 
think fairly accurately ― that lexicon and grammar as traditionally conceived 
and taught constitute only around 1% of the linguistic knowledge required for 
fluent speech, yet this 1% attracts around 99% of the effort and attention of 
linguists. 

（Langacker, 2001: 4-5） 
 

Langacker 、 、学 教 ら て た「 的 法 」と「 の

語」を完 に習 たと て 、そ ら 英語を に話 るた に 要 言語 識の「1
ー ント」 らい か バー てい いと る そ て「英語 話 る」た に 要

言語 識の「99%」 、「 の 習的 言い （ 習的 言語 ）」を「 」

そ らを「 る能力」にかか ていると指 する  
 
3.2. 学 語  

学習指導要領 、Langacker 指 する「英語 話 る」た に か い言語 識の

「99%」を る「 習的 言語 （学習指導要領 「 語」「 用 」と

る）」の習 を の に て た か 和 33 （1958 ）から 7 に

たる 学 と 学 の学習指導要領の「 語」「 用 」に関する 方を、 、

観する  
 
3.2.1. 学 学 語  

和 33 （1958 ）と 和 44 （1969 ） 、 「 語について 、

2 に た のの から た のを る」と か ている 、 2 の

リストを す  
 

2 の 語 1 学 、 2 学 お 3 学 の い かの学 におい

て指導する a few, a great many, a little, a lot of, a pair of, a piece of, as as, as  
as  can, as soon as, be able to, be afraid of, be fond of, both  and, each other, 
either  of, had better, have to, in front of, lots of, not only  but (also), of 
course, one another, out of, plenty of, so  that, too  to 考 る け 本

的 語から指導する  
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和 52 （1977 ） の 、 の「 2」の 的 リスト

る 和 52 （1977 ）と平成 （1989 ） 「 語の 本的

の」と け か ている  
平成 10 （1998 ） 、 の「 語の 本的 の」とい 説明に 「

用 の 、excuse me, I see, I’m sorry, thank you, you’re welcome, for example
本的 の」とい 説明 る  
平成 20 （2008 ）の 「 語  英語 学学習指導要領 説」

、 語と 「 つ の語 いて、 る と た意 を す の」（ , 
2008: 41）と て明 的に説明 た 語の と て「in front of, a lot of, get up, 
look for, out of, next to」 ら 、「 用いら る のを取 る」と ている

用 について 、 と て「excuse me, I see, I’m sorry, thank you, you’re welcome, 
for example, Just a minute, I have no idea, No problem」 ら 、 の に説明

ている  
 

コミュニケーション能力を 成するた に 、日 生 用いら る 用

を に け る と 要 る らの 用 を に応 て使用する

とに て、スムー 言 能と る  
（ , 2008: 41-42） 

 
の「 用 を に応 て使用する」と 的に の か、「言語の使

用 の 」とい の （ , 2008: 25-28）、「a の 使 る

（ い つ、 、 話 の応 、 い 、 、 行、 ）」「b 生

の ら にかか る （ の生 、学 の学習 、 の行 ）」

ら ている そ て、そ の の 用 の 2 つか 3 つ ている

らに「言語の の 」とい を てて（ , 2008: 28-33）、「コミュニケーショ

ンを にする」「 を る」「情報を る」「考 意 を る」 「 の

行 を す」の つのそ の言語の に対 て 2 つか 3 つ 用 の

ている  
平成 29 （2017 ） 「 語の 、 用頻度の い の」「 用 の 、 用

頻度の い の」と 、そ の 説の 、平成 20 （2008 ）と

る 、 の 2 において、そ に い観 か ている（ , 2017: 35-36）
1 つ 「 つの領 （話す と 取 、話す と 、 と、 と、

と）の を 成するのに 要と る のを取 る」と ている 1 つ

「get up, look at」 の 語 「excuse me, I see, I’m sorry, thank you, you’re welcome」
小学 の 語 ている とから、 学において そ らを 用 習 を

、 た、「first of all, on the other hand」 に の考 を論理的に か

す る に 用 を に使 る 指導する、と ている  
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3.2.2. 学 学 語  

和 35 （1960 ）の「英語 A」 「 語 、 本的 のと 、その に 学

学習指導要領、 2 、 9 、 2 の 2 に た 25 語を る のとする」、「英

語 B」に 「 語 用 、 用度の い のとする」と か ている  
和 45 （1970 ）の「英語 A」「英語 B」 、と に「 学 学習指導要領、 2

、 9 、 2、英語の 2 に す 25 語 の、 用度の い のとする」と

か ている  
和 53 （1978 ）の「英語 」「英語 」、平成 （1989 ）の「英語 」「英語

」、平成 11 （1999 ）の「英語 」「英語 」において、「 語 、 本的 のと

する」 た 「 語 、 本的 のを て指導する」と け か ている  
平成 21 （2009 ）の 「 語  英語 学  学習指導要領 説」

た その「英語に関する に する 」に 、平成 20 （2008 ）

の「 語  英語 学学習指導要領 説」 説明 た「 語」と「 用 」に

関する と か ている  
平成 30 （2018 ）の 「 語  英語 学 学習指導要領 説」

た その 「 語」について 、 の平成 21 （2009 ）と

ている 一方、「 用 」について 「 る の 用いる 型 」（

, 2018: 34）と 、 用 の学習と使用の 要 について、 の 2 において、

そ に い観 か ている（ , 2018: 34-35） つ 、小学 学

学 のを 用 を るとと に、 らに 学 言語 の 「in 
addition，in my opinion，as a result」 を 用 る 指導する と 要 る、

と ている つ 、 つの領 の を 成するのに 要と る のを取

る と 要 る、と 調 ている  
 
3.2.3. 語 学  

、 学 と 学 の学習指導要領の「 語」「 用 」の に関する 的変

遷を て た から の と かる  
、 和 33 （1958 ）、 和 44 （1969 ）の 学 学習指導要領（ , 1958; 

1969）の「 2」の 語のリストと、その の 語の と て ら ている

から、学習指導要領 に いている 語の かる リストの に、 語の

「代 」と 言 る「 詞」+「名詞」、「 詞」+「名詞」 1 つ てい い

「名詞」 、コミュニケーションの を る「 語」と て 要 をする 名

詞と 習的に する「 詞」 「 詞」を ら いと、その言語を「使 る」 に

ら い 「名詞」を に た「 習的 言語 」 英語に「 」に る と 、「コ

ロケーション 」を 明らか る その「英語 使 る」た に の「 詞」

+「名詞」、「 詞」+「名詞」の を、 的 言語 識と て「 」 使用

する との 要 、60 、学習指導要領に て たと言 と る  
に、 の 7 に たる学習指導要領 の の 、 語 用 の学習
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と使用の 要 明 的に説明 る に たの 、 の 2 る 学習指導要

領 、 50 「 語の 」 言語使用における「 用 の 」について説明

をする と 、 語 「 」の に ら 、「 語 、 本的 の・ 用度の

い の」とい 説明を一行つけて と と て た そ に対 て、「 型・ ・

法 」に対 て 、 和 33 （1958 ）から ージを 、 的に学習

ら て た の とを使用 からみると、話 る に るた に 要 言

語 識の「99%」を る「 習的 言語 」の習 、日本の英語教 の リキュラ

ムの「 」に けら て か たと言 と る そ て、言語使用に 要

「1%」 か い「 的 法 」を て たとい る その 「

型」のトップダ ン的 言語能力観 、 和 33 （1958 ）から平成 30 （2018
）に る学習指導要領の に一 て ている とを、 的に てい  
 

3.3. 規 ト  

学 ・ 学 の学習指導要領 、 和 33 （1958 ）から平成 30 （2018 ）

に る 、「 的 」を かに 的に て た 、学習指導要領（

, 2018）に 、 の 語 に関する 的 23 ら ている  
 

 語 詞 語 の  
（a） 語  be 詞 の 詞 詞 
 語 詞 的語 の  
（a） 語 詞  if る  
 語 詞 的語 的語 の  
（a） 語 詞 的語  if る  
 語 詞 的語 語 の  
（a） 語 詞 的語 詞 
 その  
（a） 語  seem  to 詞 
（b）It  seem  that る  

（ , 2018: 35-36） 
 
一方、「 語」について 、平成 （1989 ）の 学 の学習指導要領を に、そ

的 リスト た 語リスト ていたと 、「その

語リスト 学 のか」「 語の の 意 使い方 学 に する

とか」について、説明 た と か た 学 の学習指導要領において 、

の 60 、学習する 的 語リスト た と 一度 、「 語 」 け

に て た  
の 「 語」の学習に対する から、学習指導要領 「 型・ 」を「

」と て 、「 語」を「エキストラ」の に て た と か る 言す
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、「 的 」 、「その に 語を とつ とつ代 て

る「 型」のトップダ ン的 みてと る その の背 に 、

の 「 」の考 方 る 習的 言語 を習 するに 「 」

とい 能力 要 を たす 「 る」とい 的 を学習 にかける

、「 語  be 詞 の 詞 詞」とい 的 を て、 成要 に

語を代 する 「 理的」かつ「 的」 の を る その

生成 法的 言語能力観 、学習指導要領の「 語」「 型・ 」に か て たと

る  
か 、その 「   型・   語（リスト）」とい 言語観 、使用

「 とリストの （rule/list fallacy）」（Langacker, 1987）と 、

言語使用の を い言語観 ると る 使用 「非 」

トムアップ的に言語使用と習 のプロ スを る す 、言語使用において と

て 言語 識 、3.1 用 た Langacker（2001） ている に、 語と

法 「 」を成 た 習的 言語 ると る そ て、“There’s something I 
forgot to tell you.” を にとると、 の から “There’s something I forgot to X.”  
“There’s something S + V” の 「 の度 い」 る「スキーマ（ の型）」

る その の度 い スキーマと、 能  X  S + 
V に 頻度 使 る 的 、 を成 てネットワークを ているの

た の言語 識 ると使用 る 言す 、学習指導要領

する 的 「 型・ 」に い「す に取 て 用 すい」言語

識 言語使用の ると使用 る  
の 使用 の言語能力観と 「言語使用」の観 から言語能力を

る Widdowson 、 法 識の を の に る  
 

It may be that the executive use of language involves the selection from store of 
some pre-assembled unit which is then adjusted by contingent reference to rule to 
fit particular contexts. 

（Widdowson, 1989: 135） 
 

Widdowson 、言語使用の「 」 、 に応 て から る「

らか 組み てら た言語 （pre-assembled unit）」 る、と る Widdowson
のい pre-assembled unit 、使用 い conventional linguistic units た

conventional expressions に する そ て、言語使用 た 習的 言語

スキーマを、その の に 「調 （adjust）」する に 用する 識 「

法」 る の 法観を、Widdowson の言い方  “rules are not generative 
but regulative and subservient”（Widdowson, 1989: 135）と る す 、 法

と を生成する と て の 、「 （subservient）」と て 、意

を るた のメインの と る 習的 言語 スキーマを いに つけ意
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る に「 （regulative）」 「 」するの 法 識 る そ て、Widdowson
その 法 識 言語使用の「 」につ る とを、 の に る  

 
But the situations of language use which simply call for the automatic application 
of formulae and the submissive conformity to established rules are relatively rare... 
effective language use requires the creative exploitation of the meaning potential 
inherent in language rules ― requires, in other words, what I have called 
communicative capacity. It is this ability which enables the language user to 
negotiate the gap between formula and the problem and which has to be provided 
for in the formulation of pedagogic objectives. 

（Widdowson, 1989: 135） 
 

Widdowson 言 formulae 、使用 における 習的 言語 ス

キーマに する そ て、 の言語使用 、 習的 言語 スキーマをその

の 的に 用 の 習に け 、 会的 と る と

る た て、言語使用 的 において、 の 習的 言語

スキーマ を 用 て対応 る と い （problem）を 、その「 」

に に て に対応する と ら る す 、言語使用 習的 言語

スキーマを に て、「 法」に （inherent）する意 の 能 （meaning 
potential）を 的に 用（creative exploitation） ら言いたい と（ い

意 ）を する と ら る その 的 プロ ス的 「 的 力

（communicative capacity）」を い と 学 教 の る、と Widdowson
る の 、 習的 考 ・ に み 的に言語リ ースを 用

て意 を ていけるプロ ス的 「 的 力」の 成 そ、 学習指導要領

指す「 識・ 能」と「 考力・ 力・ 力 」の の関係 を する教

と を一にする の ると言 る  
 
4. CEFR 目 英語 4  

学習指導要領（ , 2017; 2018） 、「 識・ 能」と「 考力・ 力・ 力 」

を一 化 た 4 能 型の言語 を推 するとと に、 の 語 の の

を の に説明する  
 

「 識 能」と「 考力、 力、 力 」を一 的に 成するとと に、そ

の を て、「学 に向か 力 」に す ・能力を 成 、小・ ・

学 一 た を するた 、そ に る を す のと て 的

る CEFR を 考に、「 と」、「 と」、「話す と 取 」、「話

す と 」、「 と」の つの領 英語の を ている その を

するた に行 の言語 について 、CEFR を らその を
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ている  
（ , 2017: 7-8） 

 
の の 、 「 識・ 能」と「 考力・ 力・ 力 」 一 と

た言語 を て、 1 す「学 に向か 力 」を 成する と

ると ている か 、その「学 に向か 力 」を 成する と 、CEFR
（Council of Europe, 2001）を する 学習指導要領の CEFR の に

英語 4 能 試 に 、 に 成 ていか い とを Widdowson の

「Capacity（Capability）論」の観 から 題 する  
の （2017）の「 語 の の 」に ら ている「 的

る CEFR を 考に」と 、「 語の学習・教授・ のた の ーロッ 言語

」（ ・ （ ）（ ・ ），2004）の とを指す（ , 2017: 7） そ て、「

学 A1、 学 A2 から B2 レ を 指す」（ , 2017: 17）と説明

ている その B2 レ に 「 語話 と 取 る らい かつ る」

（ ・ （ ）（ ・ ），2004: 25）と か ている た て、A1  A2  B1 
 B2 と「英語 語話 」の に英語を使用する と るとい に向か て、

教 英語を教 、生 英語を学習する ている そ て、英語 語話 の

言語能力を （C2 レ ）に 、教 生 の英語力を「 に らい い

たか」とい 観 から する とに る の 、CEFR を た

「英語 4 能 試 」に て生 をレ とに する と 、「学 に向か 力

」を 成する とと に、「 た、 完 、 の る英語 語話 」

（ ・ , 2016: viii）とい 意識を生 に ける と る  
の 、英語 語話 する英語使用能力（competence）を「 」に 、そ

と ら て学習 す英語 英語使用能力を「 ・ ・ 」する

とに対 て、Widdowson 「Capacity（Capability）論」の観 から の に る  
 

The aim of language teaching has generally been understood as the gradual 
consolidation of competence in the learner’s mind. Correction is crucial to this 
operation since competence in a language means conformity to rule. Any 
expression that does not conform is by definition ill-formed and a sign of 
incompetence. But to force the learners into compliance in this way is to suppress 
the very creative capacity by which competence is naturally achieved.  

（Widdowson, 1984: 250） 
 

Widdowson 言 生 的に する creative capacity と 、 的

の の言語リ ースを 的に使用 ら、意 を すプロ スに関 す

る 能力を ィスコースを生成する「 的 力」を意 する その

「 的 力」を かに と 、 理 と て る「 つの ・能
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力」を 成する とと る と る か 、CEFR の言語能力観に つと、

生 す英語 英語 語話 使用する 習的 言い に い

、その 「 い（ill-formed）」とみ 、その生 「言語能力

い（a sign of incompetence）」とみ る た て、生 にと て学 英語を

使 行 に 、英語 語話 使用する 習的 言い と「一 」 ているか

か、とい 観 から る と につ と とに る そ て、英語 語話

の に英語を使 とを いら るの 、生 の言語リ ースを

的に使い ら、 ら「 考」 「 」 「 」するプロ スを て意 を る

とに意 を る「学 に向か 力 」 成 てい のと に、

Widdowson る に、生 に英語 語話 の に英語を使 とを いる と

、 の生 的 的に言語リ ースを使用 意 を そ とする「 的

力（creative capacity）」を「つ す（suppress）」 とにつ る  
らに、Widdowson 、英語 語話 使用する 習的 言い との「一 」

を英語教 の にする とに対 て、ELF（English as a Lingua Franca）と て英語

を使 観 から、その いと 、学 英語教 「Capability
（Capacity）」を との 要 を の に る  
 

This inevitably raises the question about why what has been traditionally 
conceived of as the necessary norm of native speaker competence has always been 
set as the objective. This is really the significance of ELF (English as a Lingua 
Franca) because it’s clear that people engage with each other, relate to each other, 
achieve communicative objectives, and negotiate their relationships and their 
meanings without conforming to native speaker norms. They have the capability 
to do it, and the more they do it, the more demands are put on their capability. And 
then their linguistic resources will extend. 

（Widdowson, 2019: 10） 
 

Widdowson 、英語 EFL と て使用 る「 」において 、英語 語話

使用する 習的 言い に一 て 「 いに ている」と指

する その を Seidlhofer（2011） て、 英語 語話 とい

限 たコミュニティ する に ら に、 する課題 的を成 るた

に、 学 英語をリ ースと て使い ら、 考 する とを

て 的に 会的 と を ている とを ている その 「EFL ー ー」

を てるた に 、「 的 力（Capability [Capacity]）を かに と、す 、

学習指導要領（ , 2017; 2018） る「 つの ・能力」を 成する と

要 る か 、その理 を するた の英語教 を する とと、CEFR の言語

能力観に 小・ ・ 「 」を 、その「 度」を 4 能 試 か

か 化 化 「 」を取 る 指導する と 、本 的に る
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と ると言 る  
 
5. 語 

本 、学習指導要領（ , 2017; 2018） する「 成す つの ・

能力」の 成要 「 いに の に関 を つか」を、「言語使用」の観 から言語能

力を る 言語学の「使用 （usage-based model）」と Widdowson の

「Capacity（Capability）論」を に考察 た  
言語使用において、 習的 言語 スキーマを 使用する と 、言語使

用のプロ スを スムー に てい に つ た、その 言語リ ース

を、 する の 要に応 て から 、 法の 識を使い ら 的

に意 を す と 、「 考」 「 」 「 」するプロ スを する の

「 識・ 能」と「 考・ ・ 力 」の の 作用を「 」する「

的 力（capacity [capability]）」を かに 成する英語教 を するに 、「言語使用」

の観 から、学習指導要領 「 識（語 と 法）」を す 要 る  
た、学習指導要領 する CEFR の言語能力観に つ と 、「英語 語話 」の

言語能力を「 」と 、教 「教 た と」を に、生 け に る

に たか、とい 観 から生 を する とに る の の言語教 観

から を るた に 、教 生 一 と を「 」と て 、生 の「学

のプロ ス」に を向ける 要 る す 、生 の言語リ ースを

に て 的に意 を ら、 と「 」た に 要に応 て言語リ ース

を「 」 「 」 てい プロ スを て、「学 に向か 力 」 成

てい とい 言語習 観を つ 要 る  
学習指導要領（ , 2017; 2018） 理 と て た「 つの ・能力」を 成

する英語教 を するに 、 つの 成要 「 いに の に関 を つか」につ

いて、「言語使用」と「学 のプロ ス」の観 から理論的に 的に考察 てい と

要 る そ て、教 一 と つの 成要 の関 を理 する とを て、

の に 4 能を 的に関 けて授業を イン るか、そ の教

的 方法を ていか て ら い（ 1）  
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